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１．人口動向分析１．人口動向分析１．人口動向分析１．人口動向分析    

１－１．１－１．１－１．１－１．時系列による人口動向分析時系列による人口動向分析時系列による人口動向分析時系列による人口動向分析    

（（（（１）総人口の推移１）総人口の推移１）総人口の推移１）総人口の推移     

 ・本市の人口は、平成 7 年 71,382 人をピークに減少しており、平成 22 年国勢調査では

69,058 人となっています。なお、平成 27 年 5 月の住民基本台帳人口では 67,814 人と

なっています。 

 ・国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）が平成 25 年 3 月に公表した人口推計

によると、平成 32 年（2020 年）に 63,938 人となり、平成 52 年（2040 年）には 51,540

人まで減少すると予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：S55～H22 は国勢調査、H27 以降は国立保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27 公表）」 
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１）年齢１）年齢１）年齢１）年齢 3333 区分別人口の推移区分別人口の推移区分別人口の推移区分別人口の推移    

・年齢 3 区分別人口は、総人口、生産年齢人口（15～64 歳）、年少人口（0～14 歳）

いずれも近年は減少傾向が強まる中で、老年人口（65 歳以上）は、平成 32 年まで

は増加傾向で推移すると予測されています。 

・老年人口割合は今後も増加傾向であり、現在の 24.1％（平成 22 年）から平成 52 年

（2040 年）には 35.8％が 65 歳以上と予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：S55～H22 は国勢調査、H27 以降は国立保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27 公表）」 
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資料：S55、H22 は国勢調査、H54 は国立保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27 公表）」 

・団塊世代のピーク

60 歳～64 歳 

・年少人口（0～15 歳）が、

大きく減少 
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１）出生・死亡数１）出生・死亡数１）出生・死亡数１）出生・死亡数（自然（自然（自然（自然増減）増減）増減）増減）の推移の推移の推移の推移    

・本市の出生・死亡数は、いずれも死亡が出生を上回る「自然減」の状況です。また、

平成 15 年から死亡数が増加傾向の中で、出生数が横ばいのため、「自然減」が年々

大きくなっており、近年では年間 250～350 人の自然減となっています。 

・平成 25 年（2013 年）では、出生 537 人に対して死亡 820 人となっており、283 人

の「自然減」となっています。 

・周辺市と比較すると、自然減の減少傾向は比較的は小さい状況です。 

・今後も高齢者の増加に伴う死亡数の増加は見込まれるため、出生数の増加により自

然減の抑制が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査
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２２２２）転入・転出数）転入・転出数）転入・転出数）転入・転出数（社会増減）（社会増減）（社会増減）（社会増減）の推移の推移の推移の推移    

・本市の転入・転出数は、平成 15 年（2003 年）以降は平成 18 年（2006 年）を除き、

転出が転入を上回る「転出超過」となっていますが、その差は拮抗しています。 

・平成 25 年（2013 年）では、転入 1,619 人に対して転出が 1,646 人となっており、

27 人の「転出超過」となっています。 

・周辺市町と比較すると、比較的に社会増減が拮抗しており、今後、転出者の抑制と

転入者の増加施策により社会増への転換の可能性が見込めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査
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３３３３））））年齢別の出生数年齢別の出生数年齢別の出生数年齢別の出生数の推移の推移の推移の推移    

・15～49 歳（5 歳階級別）の女性が産んだ子供の数（出生数）の推移を示します。 

・全体的に出生数は減少傾向となっており、特に晩婚化の影響などにより 20～25 歳、

25～29 歳の若い女性が産む子供の数が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県衛生統計年報 

 

（４）合計（４）合計（４）合計（４）合計特殊出生率の推移特殊出生率の推移特殊出生率の推移特殊出生率の推移     

・合計特殊出生率とは「15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」です。

合計特殊出生率がおよそ 2.07 のとき、人口は増加も減少もしない （人口置換水準） 

となります。 

・全国、千葉県、周辺市と比較して、本市の出生率は高くなっていますが、過去 10

年で最も高い出生率 1.53（平成 24 年）でも、人口置換水準 2.07 とは大きく乖離し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県健康福祉部健康福祉指導課 
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（５）（５）（５）（５）総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響 

・グラフの縦軸に「自然増減（出生－死亡）」、横軸に社会増減（転入－転出）をプ

ロットし、平成 7 年（1995 年）から平成 25 年（2013 年）までの時間の経過とと

もに自然増減と社会増減の影響を示しています。 

・平成 14 年頃までは、おおむね「社会増」で推移していましたが、平成 15 年以降は

平成 18 年を除き、「社会減」となっています。 

・自然増減は、平成 7 年（1995 年）から一貫して減少傾向が続いており、高齢化によ

る死亡数の増加が大きく影響しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査 

 

 

 

「社会増減」はプラス 
「自然増減」がマイナス 
→人口減少への影響は比較

的小さい。 

「社会増減」と「自然増減」が両

方マイナス 
→人口減少への影響が大きい。 



8 

（６）（６）（６）（６）年齢階級別の人口移動の状況年齢階級別の人口移動の状況年齢階級別の人口移動の状況年齢階級別の人口移動の状況     

・年齢階級別の人口移動の状況は、大学入学や就職などにより 15～24 歳までの若い

世代での転出超過が大きくなっています。 

・平成 25 年（2013 年）では、40～49 歳までの子育て世代の転出超過が大きくなって

います。 

・転入超過の年齢階層は、50 歳以上の層が大部分を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳人口移動報告（平成 25(2013)年） 

 

０～４歳, 27

15～19歳, -43

15～19歳, -50

20～24歳, -67

20～24歳, -60

30～34歳, -26

35～39歳, -16 40～44歳, -21

45～49歳, -21

-200

-150

-100

-50

0

50

100

（人）

年齢階級別の人口移動の状況年齢階級別の人口移動の状況年齢階級別の人口移動の状況年齢階級別の人口移動の状況 85歳以上

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

５～９歳

０～４歳

全体：-76

全体：-149
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銚子市銚子市銚子市銚子市

86868686

匝瑳市匝瑳市匝瑳市匝瑳市

148148148148

千葉市千葉市千葉市千葉市

126126126126

香取市香取市香取市香取市

37373737

横芝光町横芝光町横芝光町横芝光町

37373737

船橋市船橋市船橋市船橋市

56565656

成田市成田市成田市成田市

102102102102

東庄町東庄町東庄町東庄町

27272727

東金市東金市東金市東金市

36363636

富里市富里市富里市富里市

34343434

県内への転出数

市川市市川市市川市市川市

27272727

旭市旭市旭市旭市

東京都東京都東京都東京都

219219219219

茨城県茨城県茨城県茨城県

103103103103

神奈川県神奈川県神奈川県神奈川県

77777777

埼玉県埼玉県埼玉県埼玉県

50505050

群馬県群馬県群馬県群馬県

17171717

栃木県栃木県栃木県栃木県

15151515

旭市旭市旭市旭市

県外への転出数

（７（７（７（７）地域ブロック別の人口移動の状況）地域ブロック別の人口移動の状況）地域ブロック別の人口移動の状況）地域ブロック別の人口移動の状況     

１）１）１）１）転入・転入・転入・転入・転出先の状況（千葉県内）転出先の状況（千葉県内）転出先の状況（千葉県内）転出先の状況（千葉県内）    

・県内からの転入者は、銚子市 176 人が最も多く、次いで匝瑳市 163 人、千葉市 77

人となっています。 

・県内への転出者は、匝瑳市 148 人が最も多く、次いで千葉市 126 人、成田市 102

人となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

２２２２））））転入・転出先の状況（千葉県外）転入・転出先の状況（千葉県外）転入・転出先の状況（千葉県外）転入・転出先の状況（千葉県外）    

・県外からの転入者は、東京都 154 人が最も多く、次いで茨城県 124 人となっていま

す。 

・県外への転出者は、東京都 219 人が最も多く、次いで茨城県 103 人、神奈川県 77

人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳人口移動報告（平成 25(2013)年） 

    

銚子市銚子市銚子市銚子市

176176176176

匝瑳市匝瑳市匝瑳市匝瑳市

163163163163

千葉市千葉市千葉市千葉市

77777777

香取市香取市香取市香取市

57575757

横芝光町横芝光町横芝光町横芝光町

38383838

船橋市船橋市船橋市船橋市

31313131

成田市成田市成田市成田市

31313131

東庄町東庄町東庄町東庄町

26262626

東金市東金市東金市東金市

23232323

多古町多古町多古町多古町

23232323

山武市山武市山武市山武市

22222222

県内からの転入数

旭市旭市旭市旭市

東京都東京都東京都東京都

154154154154

茨城県茨城県茨城県茨城県

124124124124

神奈川県神奈川県神奈川県神奈川県

78787878

埼玉県埼玉県埼玉県埼玉県

59595959

北海道北海道北海道北海道

26262626

群馬県群馬県群馬県群馬県

17171717

県外からの転入数

旭市旭市旭市旭市

県内からの転入者：867 人 県内への転出者：1,015 人 

県外からの転入者：625 人 県外への転出者：626 人 
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１－２．１－２．１－２．１－２．年齢階級別の人口移動分析年齢階級別の人口移動分析年齢階級別の人口移動分析年齢階級別の人口移動分析    

（１）（１）（１）（１）性別・年齢階級別の人口移動の最近の状況性別・年齢階級別の人口移動の最近の状況性別・年齢階級別の人口移動の最近の状況性別・年齢階級別の人口移動の最近の状況         

・「10～14 歳から 15～19 歳」になるとき（－159 人）と「15～19 歳から 20～24 歳」

になるとき（－232 人）に大幅な転出超過となっています。これは、市外への進学

などによる影響と考えられます。 

・一方、「20～24 歳から 25～29 歳」になるときに大幅な転入超過（+291 人）とな

っています。これは、大学進学後の U ターン就職に伴う影響が考えられます。 

・女性に関しては、男性同様に「10～14 歳から 15～19 歳」になるとき（－141 人）

と「15～19 歳から 20～24 歳」になるとき（－123 人）に大幅な転出超過となって

います。しかし、女性の場合は、大学進学後の U ターン就職の傾向がなく、若い世

代の女性は一貫して転出超過になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域経済分析システム（国勢調査、住民基本台帳人口移動報告） 

7
-27

-159 -232

291

81

-49 -42
-13

16
32 24 22

9

-50 -57

-18
12

-37 -33
-141

-123
-36

-9

-54 -50
-21

10 6 17
-12

15 9

-34

-36
-17

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

（人）

平成平成平成平成17（（（（2005）年）年）年）年→22（（（（2010）年の男女別、年齢階級別人口移動）年の男女別、年齢階級別人口移動）年の男女別、年齢階級別人口移動）年の男女別、年齢階級別人口移動

男性 女性
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２．将来人口推計２．将来人口推計２．将来人口推計２．将来人口推計     

２－１．２－１．２－１．２－１．将来人口推計将来人口推計将来人口推計将来人口推計    

（（（（１）１）１）１）国立社会保障・人口問題研究所国立社会保障・人口問題研究所国立社会保障・人口問題研究所国立社会保障・人口問題研究所、日本創成、日本創成、日本創成、日本創成会議による人口推計の比較会議による人口推計の比較会議による人口推計の比較会議による人口推計の比較 

・社人研（パターン 1）と日本創成会議（パターン 2）のよる人口推計を比較すると、

平成 52 年（2040 年）の人口は、パターン 1 が 51,532 人、パターン 2 は 49,522 人

となっており、約 2,000 人の差が生じています。 

・パターン 2 は、本市の転出超過の現状が、このまま同程度で継続した場合を仮定し

た推計値であり、人口減少が更に進む見通しとなっています。 

 

◆推計方法 

パターン１パターン１パターン１パターン１    

（社人研推計準拠）（社人研推計準拠）（社人研推計準拠）（社人研推計準拠） 

移動率が、今後一定程度縮小（平成 27(2015)～32(2020)年

までに定率で 0.5 倍に縮小）すると仮定した推計 

パターン２パターン２パターン２パターン２    

（日本創成会議推計準拠）（日本創成会議推計準拠）（日本創成会議推計準拠）（日本創成会議推計準拠） 

移動数が、平成 22(2010)～27(2015)年の推計値と概ね同水

準でそれ以降も推移すると仮定した推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※パターン１については、平成 52(2040)年までの出生・死亡・移動等の傾向がその後も継続すると仮定して、平成

72(2060)年まで推計した場合を示している。 

※パターン２については、全国の移動総数が概ね一定水準との仮定の下で平成 52 年までの推計が行われたものであ

るため、平成 52 年までの表示としている。 

 

 

69,053

51,532

38,270

49,522

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

（人）

パターン１とパターン２の総人口推計の比較パターン１とパターン２の総人口推計の比較パターン１とパターン２の総人口推計の比較パターン１とパターン２の総人口推計の比較

パターン１（社人研推計準拠）

パターン２（日本創生会議推計準拠）
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【参考】【参考】【参考】【参考】 

◆推計方法（詳細）◆推計方法（詳細）◆推計方法（詳細）◆推計方法（詳細）    

【パターン１】【パターン１】【パターン１】【パターン１】（社人研（社人研（社人研（社人研推計準拠）推計準拠）推計準拠）推計準拠）    

※移動率は、今後、全域的に縮小すると仮定 
＜出生に関する仮定＞＜出生に関する仮定＞＜出生に関する仮定＞＜出生に関する仮定＞    

・ 原則として、平成 22(2010)年の全国の子ども女性比（15～49 歳女性人口に対する 0～4
歳人口の比）と各市町村の子ども女性比との比をとり、その比が平成 27(2015)年以降

52(2040)年まで一定として市町村ごとに仮定。 
＜死亡に関する仮定＞＜死亡に関する仮定＞＜死亡に関する仮定＞＜死亡に関する仮定＞    

・ 原則として、55～59歳→60～64歳以下では、全国と都道府県の平成 17(2005)年→22(2010)
年の生残率の比から算出される生残率を都道府県内市町村に対して一律に適用。60～64 歳

→65～69 歳以上では、上述に加えて、都道府県と市町村の平成 12(2000)年→17(2005)年の

生残率の比から算出される生残率を市町村別に適用。 
＜移動に関する仮定＞＜移動に関する仮定＞＜移動に関する仮定＞＜移動に関する仮定＞    

・ 原則として、平成 17(2005)～22(2010)年の国勢調査（実績）に基づいて算出された純移

動率が、平成 27(2015)～32(2020)年までに定率で 0.5 倍に縮小し、その後はその値を平成

47(2035)～52(2040)年まで一定と仮定。    

【パターン２】【パターン２】【パターン２】【パターン２】（日本創成会議推計準拠）（日本創成会議推計準拠）（日本創成会議推計準拠）（日本創成会議推計準拠）    

※ 社人研推計をベースに、移動に関して異なる仮定を設定。 
＜出生・死亡に関する仮定＞＜出生・死亡に関する仮定＞＜出生・死亡に関する仮定＞＜出生・死亡に関する仮定＞    パターン１と同様。 
＜移動に関する仮定＞＜移動に関する仮定＞＜移動に関する仮定＞＜移動に関する仮定＞    

・ 全国の移動総数が、社人研の平成 22(2010)～27(2015)年の推計値から縮小せずに、平成

47(2035)年～平成 52(2040)年まで概ね同水準で推移すると仮定。（社人研推計に比べて純移

動率（の絶対値）が大きな値となる）    

資料：「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の 策定に向けた人口動向分析・将来人口推計について 

 

【参考】【参考】【参考】【参考】    

◆◆◆◆旭市総合計画旭市総合計画旭市総合計画旭市総合計画    後期基本計画（平成後期基本計画（平成後期基本計画（平成後期基本計画（平成 24242424 年年年年 3333 月策定）での人口推計（将来フ月策定）での人口推計（将来フ月策定）での人口推計（将来フ月策定）での人口推計（将来フレーム）レーム）レーム）レーム）    

 

 

 

 

（２）（２）（２）（２）仮定値による人口推計の比較仮定値による人口推計の比較仮定値による人口推計の比較仮定値による人口推計の比較 
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69,053

51,532

38,270（ﾊﾟﾀｰﾝ1）

49,522

（ﾊﾟﾀｰﾝ2）

54,671

45,078（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1）

57,886

50,279（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2）

55,370

44,013（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ3）

57,989

49,141（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ4）

56,405

48,495（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ5）

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

（人）

総人口の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１総人口の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１総人口の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１総人口の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１～５～５～５～５））））

パターン１（社人研推計準拠）

パターン２（日本創生会議推計準拠）

シミュレーション１（パターン1+合計特殊出生率「2.07」）

シミュレーション２（パターン1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「0」）

シミュレーション３（パターン1+合計特殊出生率2010年「1.48」固定+移動率「0」）

シミュレーション４（パターン1+合計特殊出生率「1.8」+移動率「0」）

シミュレーション５（パターン1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「2020年まで社人研、2025年以降0」）

◆推計の前提条件◆推計の前提条件◆推計の前提条件◆推計の前提条件    

国

提

供

 

パターン１パターン１パターン１パターン１    

社人研推計準拠 

社人研推計準拠：全国の移動率が今後縮小すると仮定した推計 

 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション１１１１    

パターン１をもとに、合計特殊出生率のみ人口置換水準「2.07（2040 年）」まで

上昇すると仮定した推計 

 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション２２２２    

パターン１をもとに、合計特殊出生率のみ人口置換水準「2.07（2040 年）」まで

上昇し、かつ人口移動については、ゼロ（転入・転出数が同数）と仮定した推計 

旭

市

独

自

推

計

 

 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 3333    

パターン１をもとに、合計特殊出生率が、2010 年実績「1.48」のまま将来も推移

し、人口移動については、転出超過の現状を改善して、転入・転出数がゼロと仮

定した推計。 

 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 4444    

パターン１をもとに、合計特殊出生率が、2010 年実績「1.48」から国民希望出生

率

※

「1.8」まで上昇し、人口移動については、転出超過の現状を改善して、転入・

転出数がゼロと仮定した推計。 

※国民希望出生率：若い世代の結婚・子育ての希望が実現した場合の出生率 

 シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 5555    

パターン１をもとに、合計特殊出生率のみを人口置換水準「2.07（2040 年）」ま

で上昇させる。人口移動については、2020 年までは社人研推計準拠し、2025 年

以降は転出超過の現状を改善してゼロ（転入・転出数が同数）と仮定した推計 

国

提

供

 

パターン２パターン２パターン２パターン２    

日本創成会議推計準拠 

日本創成会議推計準拠：全国の移動数が、平成 22(2010)～27(2015)年の推計値と

同水準（縮小しない）と仮定した推計 

 

（２（２（２（２）仮定値による）仮定値による）仮定値による）仮定値による推計推計推計推計人口の比較人口の比較人口の比較人口の比較 

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

総人口

ﾊﾟﾀｰﾝ1

との差

総人口

ﾊﾟﾀｰﾝ1

との差

パターン1 51,532 - 38,270 -

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1 54,671 3,139 45,078 6,808

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2 57,886 6,354 50,279 12,010

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ3 55,370 3,838 44,013 5,744

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ4 57,989 6,457 49,141 10,872

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ5 56,405 4,873 48,495 10,225

パターン２ 49,522 -2,011 - -

2060年（H72年）2040年（H52年）
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【参考】推計に用いた仮定値の詳細【参考】推計に用いた仮定値の詳細【参考】推計に用いた仮定値の詳細【参考】推計に用いた仮定値の詳細 

 

  2015 年 2020 年 2030 年 

2040 年 

～2060 年 

備考 

国

提

供

 

パターン１ 

合計特殊出生率 1.42 1.39 1.36 1.37 社人研の仮定値 

移動率 社人研仮定値※男女別 5 歳階級別に設定 

移動（転出超過）が 2020 年ま

でに縮小（0.5 倍）すると仮定。 

 

移動数 

（転入-転出） 

-746 -445 -415 

2040 年：-334 

2060 年：-251 

 

シ ミ ュ レ

ーション 1 

合計特殊出生率 1.48 1.6 1.8 2.07 

出生率を国の目標と整合（2020

年1.6、2030年1.8、2040年2.07） 

移動率 社人研仮定値※男女別 5 歳階級別に設定 

移動（転出超過）が 2020 年ま

でに縮小（0.5 倍）すると仮定。 

 

移動数 

（転入-転出） 

-746 -445 -415 

2040 年：-334 

2060 年：-251 

 

シ ミ ュ レ

ーション 2 

合計特殊出生率 1.48 1.6 1.8 2.07 

出生率を国の目標と整合（2020

年1.6、2030年1.8、2040年2.07） 

移動率 

（転入-転出） 

0 0 0 0 移動（転入-転出）がゼロ 

旭

市

独

自

推

計

（

素

案

）

 

 

シ ミ ュ レ

ーション 3 

合計特殊出生率 1.48 1.48 1.48 1.48 1.48 固定（2010 年実績） 

移動率 

（転入-転出） 

0 0 0 0 移動（転入-転出）がゼロ 

 

シ ミ ュ レ

ーション 4 

合計特殊出生率 1.48 1.6 1.8 1.8 

出生率を国の目標と整合（2020

年 1.6、2030 年 1.8、以降 1.8） 

移動率 

（転入-転出） 

0 0 0 0 移動（転入-転出）がゼロ 

 

シ ミ ュ レ

ーション 5 

合計特殊出生率 1.48 1.6 1.8 2.07 

出生率を国の目標と整合（2020

年1.6、2030年1.8、2040年2.07） 

移動率 

 

社人研仮定値 

※男女別 5 歳階級別に設定 

0 0 

2020 年までは社人研準拠（移動

（転出超過）が 2020 年までに縮

小（0.5 倍））、2025 年以降は

移動（転入-転出）ゼロ 

 

移動数 

（転入-転出） 

-746 -445 0 0 

国

提

供

 

パターン２ 

合計特殊出生率 1.42 1.39 1.36 1.37    社人研の仮定値 

移動率 日本創成会議仮定値※男女別 5 歳階級別に設定 

移動（転出超過）が、将来的に

も縮小しないと仮定 

 

移動数 

（転入-転出） 

-746 -746 -845 2040 年：-863 

※上記の合計特殊出生率は、実際の推計計算では、子ども女性比に換算し出生に関する仮定値として用いている。 

※死亡に関する仮定値（生残率）については、すべてのパターンで社人研仮定値を採用 

※死亡に関する仮定値（生残率）については、すべてのパターンで社人研仮定値を採用 
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◆年齢３区分別の比較◆年齢３区分別の比較◆年齢３区分別の比較◆年齢３区分別の比較     

 

総人口・年齢３区分別人口比率の推計結果 

（パターン１、２、シミュレーション１～５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※パターン１（社人研推計準拠） 

シミュレーション１（パターン 1+合計特殊出生率「2.07」） 

シミュレーション２（パターン 1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「0」） 

シミュレーション３（パターン 1+合計特殊出生率 2010 年「1.48」固定+移動率「0」）【旭市独自推計（素案）】 

シミュレーション４（パターン 1+合計特殊出生率「1.8」+移動率「0」）【旭市独自推計（素案）】 

シミュレーション５（パターン 1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「2020 年まで社人研、2025 年以降 0」）【旭市独自推計（素案）】 

パターン２（日本創成会議推計準拠） 

 

 

H22年 H27年 H32年 H37年 H42年 H47年 H52年 H57年 H62年 H67年 H72年

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 66,56466,56466,56466,564 63,93263,93263,93263,932 61,06161,06161,06161,061 58,05258,05258,05258,052 54,89654,89654,89654,896 51,53251,53251,53251,532 48,08748,08748,08748,087 44,71844,71844,71844,718 41,43841,43841,43841,438 38,27038,27038,27038,270

年少人口比率 12.9% 12.1% 11.2% 10.6% 10.1% 9.9% 9.9% 9.7% 9.4% 9.1% 8.9%

生産年齢人口比率 63.0% 60.4% 58.3% 57.3% 56.6% 55.9% 54.3% 53.5% 53.0% 52.5% 52.3%

老年人口比率 24.1% 27.5% 30.4% 32.1% 33.3% 34.2% 35.8% 36.8% 37.6% 38.4% 38.8%

75歳以上人口比率 12.7% 13.6% 14.7% 17.5% 19.8% 20.8% 21.3% 21.5% 22.8% 23.6% 24.2%

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 66,67466,67466,67466,674 64,37264,37264,37264,372 61,98161,98161,98161,981 59,55959,55959,55959,559 57,14557,14557,14557,145 54,67154,67154,67154,671 52,11252,11252,11252,112 49,63349,63349,63349,633 47,26847,26847,26847,268 45,07845,07845,07845,078

年少人口比率 12.9% 12.2% 11.8% 11.9% 12.2% 12.8% 13.5% 14.0% 14.1% 14.0% 14.0%

生産年齢人口比率 63.0% 60.3% 57.9% 56.5% 55.3% 54.4% 52.8% 52.1% 52.0% 52.4% 53.0%

老年人口比率 24.1% 27.5% 30.2% 31.7% 32.5% 32.9% 33.7% 33.9% 33.9% 33.6% 33.0%

75歳以上人口比率 12.7% 13.6% 14.6% 17.3% 19.3% 20.0% 20.0% 19.8% 20.5% 20.7% 20.5%

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 67,48567,48567,48567,485 65,66965,66965,66965,669 63,73263,73263,73263,732 61,79961,79961,79961,799 59,88759,88759,88759,887 57,88657,88657,88657,886 55,79455,79455,79455,794 53,80453,80453,80453,804 51,95351,95351,95351,953 50,27950,27950,27950,279

年少人口比率 12.9% 12.3% 12.1% 12.2% 12.6% 13.3% 14.2% 14.8% 15.0% 15.0% 15.1%

生産年齢人口比率 63.0% 60.2% 57.8% 56.4% 55.2% 54.3% 52.7% 52.0% 52.0% 52.9% 53.8%

老年人口比率 24.1% 27.5% 30.1% 31.4% 32.2% 32.4% 33.1% 33.2% 32.9% 32.1% 31.1%

75歳以上人口比率 12.7% 13.7% 14.6% 17.3% 19.3% 19.9% 19.8% 19.4% 20.0% 20.1% 19.8%

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 67,48567,48567,48567,485 65,47565,47565,47565,475 63,20463,20463,20463,204 60,80360,80360,80360,803 58,22758,22758,22758,227 55,37055,37055,37055,370 52,41052,41052,41052,410 49,52649,52649,52649,526 46,72446,72446,72446,724 44,01344,01344,01344,013

年少人口比率 12.9% 12.3% 11.8% 11.5% 11.2% 11.1% 11.2% 11.2% 11.0% 10.8% 10.7%

生産年齢人口比率 63.0% 60.2% 58.0% 56.8% 56.1% 55.5% 54.2% 53.5% 53.2% 53.5% 53.8%

老年人口比率 24.1% 27.5% 30.2% 31.7% 32.7% 33.3% 34.6% 35.3% 35.8% 35.7% 35.6%

75歳以上人口比率 12.7% 13.7% 14.7% 17.4% 19.6% 20.4% 20.7% 20.6% 21.7% 22.4% 22.6%

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 67,69867,69867,69867,698 66,04366,04366,04366,043 64,25864,25864,25864,258 62,35062,35062,35062,350 60,29360,29360,29360,293 57,98957,98957,98957,989 55,61155,61155,61155,611 53,33253,33253,33253,332 51,16651,16651,16651,166 49,14149,14149,14149,141

年少人口比率 12.9% 12.6% 12.6% 12.9% 13.0% 13.3% 13.4% 13.5% 13.5% 13.5% 13.5%

生産年齢人口比率 63.0% 60.0% 57.5% 55.9% 55.1% 54.6% 53.5% 53.2% 53.2% 53.9% 54.6%

老年人口比率 24.1% 27.4% 29.9% 31.2% 31.9% 32.2% 33.1% 33.3% 33.2% 32.6% 31.8%

75歳以上人口比率 12.7% 13.6% 14.6% 17.1% 19.1% 19.7% 19.7% 19.5% 20.2% 20.4% 20.3%

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 66,67466,67466,67466,674 64,37264,37264,37264,372 62,42662,42662,42662,426 60,47160,47160,47160,471 58,49958,49958,49958,499 56,40556,40556,40556,405 54,21954,21954,21954,219 52,15252,15252,15252,152 50,23150,23150,23150,231 48,49548,49548,49548,495

年少人口比率 12.9% 12.2% 11.8% 12.0% 12.3% 13.0% 13.9% 14.5% 14.7% 14.7% 14.9%

生産年齢人口比率 63.0% 60.3% 57.9% 56.3% 55.1% 54.1% 52.6% 52.0% 51.9% 52.2% 52.9%

老年人口比率 24.1% 27.5% 30.2% 31.7% 32.6% 32.9% 33.6% 33.5% 33.3% 33.0% 32.2%

75歳以上人口比率 12.7% 13.6% 14.6% 17.3% 19.5% 20.2% 20.1% 19.8% 20.3% 20.3% 20.1%

総数総数総数総数（（（（人人人人）））） 69,05369,05369,05369,053 66,56466,56466,56466,564 63,61463,61463,61463,614 60,35960,35960,35960,359 56,94056,94056,94056,940 53,34553,34553,34553,345 49,52249,52249,52249,522 ---- ---- ---- ----

年少人口比率 12.9% 12.1% 11.2% 10.5% 9.9% 9.7% 9.6% - - - -

生産年齢人口比率 63.0% 60.4% 58.4% 57.4% 56.7% 55.9% 54.3% - - - -

老年人口比率 24.1% 27.5% 30.4% 32.1% 33.4% 34.3% 36.1% - - - -

75歳以上人口比率 12.7% 13.6% 14.6% 17.4% 19.6% 20.6% 21.1% - - - -

シミュ

レーショ

ン３

シミュ

レーショ

ン４

パターン２

シミュ

レーショ

ン１

シミュ

レーショ

ン２

パターン１

シミュ

レーショ

ン５
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24.1%

35.8%

38.8%（ﾊﾟﾀｰﾝ1）

36.1%（ﾊﾟﾀｰﾝ2）

33.7%
33.0%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1）

33.1%

31.1%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2）

34.6% 35.6%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ3）

33.1%
31.8%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ4）

33.6%
32.2%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ5）

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

老年人口比率の推計結果老年人口比率の推計結果老年人口比率の推計結果老年人口比率の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１（パターン１、２、シミュレーション１（パターン１、２、シミュレーション１（パターン１、２、シミュレーション１～５～５～５～５））））

パターン１（社人研推計準拠）

パターン２（日本創生会議推計準拠）

シミュレーション１（パターン1+合計特殊出生率「2.07」）

シミュレーション２（パターン1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「0」）

シミュレーション３（パターン1+合計特殊出生率2010年「1.48」固定+移動率「0」）

シミュレーション４（パターン1+合計特殊出生率「1.8」+移動率「0」）

シミュレーション５（パターン1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「2020年まで社人研、2025年以降0」）

12.9%

9.9%

8.9%（ﾊﾟﾀｰﾝ1）9.6%（ﾊﾟﾀｰﾝ2）

13.5%

14.0%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1）

14.2%

15.1%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2）

11.2%

10.7%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ3）

13.4%

13.5%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ4）

13.9%
14.9%（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ5）

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

年少人口比率年少人口比率年少人口比率年少人口比率の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１の推計結果（パターン１、２、シミュレーション１～５～５～５～５））））

パターン１（社人研推計準拠）

パターン２（日本創生会議推計準拠）

シミュレーション１（パターン1+合計特殊出生率「2.1」）

シミュレーション２（パターン1+合計特殊出生率「2.1」+移動率「0」）

シミュレーション３（パターン1+合計特殊出生率2010年「1.48」固定+移動率「0」）

シミュレーション４（パターン1+合計特殊出生率「1.8」+移動率「0」）

シミュレーション５（パターン1+合計特殊出生率「2.07」+移動率「2020年まで社人研、2025年以降0」）


